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の
成
人
女
性
　
⑤
十
五
人

　
⑥
十
一
月
二
十
五
日

講座のお問い合わせ・お申込みは、電話・ＦＡＸで都祁公民館まで（月曜日・祝日は休館日です）TEL＆FAX　0743-82-1362

◎
草
木
染
　

(

お
や
子
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
）

　
受
講
し
ま
す
。

　
②
都
祁
公
民
館
　
③
八
百
円
程
度

　
④
お
や
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
申
込
者

　
※
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
公
民
館
ま
で
聞
い
て
ね
。

　
①
十
二
月
七
日
（
水
）

十
三
時
三
十
分

　
～

十
五
時
　
②
都
祁
公
民
館
実
習
室

　
③
無
料
　
④
奈
良
市
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
⑤
十
五
人
　
⑥
十
月
一
三
日

◎
野
菜
の
収
穫
と
収
穫
祭
（

プ
チ
田
舎
暮

　
※
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

　
公
民
館
ま
で
聞
い
て
ね
。

　
ら
し
）

サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
秋
を
味
わ

　
①
十
一
月
二
七
日
（
日
）
　
午
後
一

　
⑥
十
一
月
一
日

　
社
な
ど
を
散
策
し
ま
す
。

　
話
を
聞
き
ま
す
。
特
に
小
倉
駅
付
近
の
当

　
①
十
月
三
十
日

(

日
）
②
十
三
時
三
十
分

　
～

十
五
時
三
十
分
　
③
無
料
　
④
奈
良
市

　
人
　
⑤
十
五
人

　
時
三
十
分
～
三
時

　
索
道
の
こ
と
を
知
る
人
か
ら
座
談
会
風
に

　
①
十
一
月
十
三
日

(

日

)

　
九
時
三
十
分

　
～

十
五
時
　
②
都
祁
交
流
セ
ン
タ
ー

集
合

　
③
無
料
　
④
奈
良
市
在
住
在
勤
在
学
の
成

　
内
の
小
学
生
と
保
護
者
 
⑥
締
め
切
り
済

　
の
成
人

★
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

　
時
の
様
子
を
想
像
、
復
元
し
ま
す
。

◎
紅
花
染
め

　
月
ヶ
瀬
で
作
ら
れ
て
い
る
烏
梅
（
う
ば
い
）

都祁公民館だより 令和4年10月9日

都祁公民館だより

　
一
回
目
の
参
加
者
が
続
け
て

館
 
長
　
 
田
 
中
　
寿
 
昭

　
昨
年
は
、

傘
を
さ
し
て
、

合
羽
を
着
用

し
て
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
け
て
、

そ
れ
で
も
冷
た
い
雨
に
体
を
震
わ
せ
な
が

ら
開
講
式
を
し
ま
し
た
。
「

な
ぜ
、
今
日

が
雨
な
ん
や
。
」
と
空
を
見
上
げ
て
「

や

ん
で
く
れ
。

と
願
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
台
風
接
近
で
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
す
ご
く
爽
や
か
な
い
い
天
気
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
の
集
合
は
、

皆
さ
ん
ワ

ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
も
し
も
の
雨
に
備
え
て
、
受
付

周
辺
や
着
替
え
テ
ン
ト
な
ど
で
雨
対
策
の

準
備
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

全
く
使
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
、

午
前
中
の
講
座
の
開
始
で

す
。

冒
頭
で
、

指
導
し
て
い
た
だ
く
フ
ジ

タ
カ
ヌ
ー
の
方
が
「
去
年
も
来
た
人
は
い

ま
す
か
？
」

と
尋
ね
る
と
数
名
の
手
が
挙

が
り
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
正

し
い
着
用
や
、

パ
ド
ル
の
動
か
し
方
な
ど

基
本
的
な
こ
と
を
陸
上
で
教
え
て
い
た
だ

い
た
後
、
桟
橋
か
ら
乗
船
で
す
。

　
み
な
さ
ん
少
し
腰
を
引
き
気
味
に
乗
船

し
て
い
ま
し
た
が
、
池
の
中
央
に
向
か
っ

て
ひ
と
漕
ぎ
す
る
と
、
す
ー
っ
と
カ
ヌ
ー

が
進
ん
で
「

す
べ
っ
て
る
！
」

と
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
２
回
目
参
加
の
家
族
は
、

タ
ー
ン
の
仕

方
を
練
習
し
た
り
、
バ
ッ

ク
の
練
習
を
し

た
り
と
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　
初
参
加
の
家
族
も
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な

い
様
子
で
し
た

が
、

時
間
と
と

も
に
ス
イ
ス
イ

と
カ
ヌ
ー
を
操

作
し
て
い
ま
し

た
。

　
天
気
も
良
く
、

岸
辺
ま
で
応
援

に
来
た
家
族
と

話
を
し
た
り
写

真
を
撮
っ
た
り

す
る
姿
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
回
も
、

カ
ヌ
ー
の
借
用
や
指
導
は
「

フ

ジ
タ
カ
ヌ
ー
」

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
が
、
も
う
一
人
大
阪
か
ら
応
援
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　
大
阪
に
も
た
く
さ
ん
溜
池
が
あ
り
、

同
じ

よ
う
な
カ
ヌ
ー

教
室
が
で
き
な
い
か
検
討
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

大
阪
の
池
と
比
べ
て

「

大
き
さ
や
濁
り
具
合
は
同
じ
く
ら
い
だ
け

ど
、
に
お
い
が
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
い
い
池

で
す
ね
。
」

と
水
の
出
入
り
な
ど
も
調
べ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
岸
辺
の
草
の
間
に
ペ
ッ

ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
が
残
っ

て
い
る
の
は
残

念
で
し
た
が
、

に
お
い
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な

り
ま
せ
ん
。

以
前
に
「

水
郷
」

と
呼
ば
れ
て

い
る
所
で
カ
ヌ
ー
を
浮
か
べ
ま
し
た
が
、

泥

臭
い
匂
い
が
強
く
、
「
ち
ょ
っ
と
一
休
み
し

よ
う
か
。
」

の
気
分
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
並
松
池
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
う
一

つ
見
つ
け
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
の
様
子
を
、

応
援
ス
タ
ッ

フ
で
来
て
く

れ
て
い
た
生
涯
学
習
財
団

の
職
員
が
動
画
で
も
撮
影

し
て
く
れ
て
い
て
、
編
集

し
た
も
の
を
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
も
載
せ
ま
し
た
。

右
の
Q
R
コ
ー

ド
で

接
続
す
る
と
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
今
年
も
、

笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
カ
ヌ

ー

教
室
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
昨
年
同
様

た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で

す
。
「
つ
げ
ま
る

ご
と
自
然
体
験
＆

発
見
」
で
は
五
感

で
感
じ
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
き
ま

し
た
が
、

参
加
者
の
笑
顔
の
源
に
は
、

水
の

に
お
い
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た

の
は
、
今
年
の
活
動
の
収
穫
で
し
た
。

　
来
年
度
も
こ
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
に
、

こ

の
講
座
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
公
民
館
ま
で
聞
い
て
ね
。

　
①
十
月
二
二
日

(

土

)

十
三
時
三
十
分
～

　
十
五
時
　
②
都
祁
公
民
館
実
習
室
　
③
千

　
五
百
円
　
④
奈
良
市
在
住
在
勤
の
成
人

　
い
ま
す
。

★
森
探
検

　
連
続
の
講
座
の
最
終
回
で
す
。

　
①
十
月
二
三
日

(

日
）
十
三
時
三
十
分
～

　
※
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

◎
都
祁
散
策

　
三
陵
墓
古
墳
群
、

貝
那
木
山
城
、

国
津
神

　
を
媒
染
料
と
し
て
紅
花
を
染
め
ま
す
。

　
①
十
二
月
三
日

(

土
）

十
三
時
三
十
分

　
⑤
十
五
人
　
⑥
十
一
月
十
八
日

今
年
は
晴
天

並
松
池
に
カ
ヌ
ー
が
浮
か
び
ま
し
た

　
①
十
月
二
九
日

(

土
）
十
時
～

十

二
時

　
②
藺
生
町
の
農
園
　
※
受
付
終
了

　
※
連
続
講
座
、

受
付
終
了

◎
つ
げ
ま
る
ご
と
自
然
体
験
&
発
見

　
十
五
時
三
十
分
　
②
奈
良
県
立
野
外
活
動

　
セ
ン
タ
ー
　
③
無
料
 
④
奈
良
市
在
住
の

 
小
学
生
と
保
護
者
　
⑥
締
め
切
り
済

◎
索
道
の
思
い
出
と
凍
豆
腐

　
セ
ン
タ
ー

　
③
無
料

◎
秋
の
寄
せ
植
え

◎
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
と
森
を
守
る

　
二
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
や
保
護
活
動
に

　
つ
い
て
学
ぶ
二
回
目
の
講
座
で
す
。

 
分
～
十
五
時
　
②
奈
良
県
立
野
外
活
動

　
①
十

一
月
二
六
日
（
土
）

十
三
時
三
十

　
～

十
五
時
　
②
都
祁
公
民
館
　
実
習
室

　
③
千
円
　
④
奈
良
市
在
住
、

在
勤
、
在
学

①

日

時

②

場

所

③

参

加

費

④

対

象

⑤

定

員

⑥

〆

切

！

！
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し
ま
し
た
。

 
前
日
の
雨
で
川
が
増
水
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
学
生
さ
ん
が
取
っ
て
き
た
魚
を
都

令和4年10月9日

が
石
で
作
り
、
首
に
か
け

◎
勾
玉
づ
く
り
（
九
月
二
十
五
日
実
施
）

た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま

　
今
年
は
豊
作
で
甘
み

が
あ
り
大
き
い
も
の
が

個
が
採
れ
ま
し
た
。

◎
野
菜
の
収
穫
（
八
月
二
十
七
日
実
施
）

と
こ
ろ
で
で
き
な
い

の
で
、

す
ご
く
良
い

す
」

と
い
う
声
を
た

　
枝
豆
は
適
度
に
大
き

く
な
り
、

食
べ
ご
ろ
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
ジ
ャ

池
の
魚
の
棲
み
処
に
す
る
瓦

に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
上
深
川
農
園
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩

◎
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
狩
り
（

八
月
二
十
日
実
施
）

課
の
方
か
ら
、
ク
イ
ズ
を
交
え
て
楽
し
く
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ヤ
ク
ル
ト
さ
ん
か
ら

は
、
「
自
律
神
経
を
整
え
血
行
改
善
」

に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
講
座
が
あ
り
ま
し
た

(

公
民
館
主
催
事
業
）

プ
チ
田
舎
暮
ら
し

　
ス
ジ
エ
ビ
、

カ
ワ
ム
ツ
、

祁
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
分
類
し
観
察
し
ま
し
た
。

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
や
り
た
い
で

ゆ
め
基
金
事
業

◎
川
探
検
（
八
月

七
日
実
施
）

く
さ
ん
聞
き
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。

◎
星
空
教
室

(

十
月
一
日
実
施
）

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
十
月
一
日
の
夜
、
公

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
な
ど
い
ま
し
た
。

都祁公民館だより

カ
ヌ
ー

教
室
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
カ
ヌ
ー

は
、

身
近
な

　
天
候
に
恵
ま
れ
、

台
風
の
影
響
も
な
し
に
、

◎
カ
ヌ
ー
教
室
（

九
月
四
日
実
施
）

す
ず
ら
ん
学
級

検索学ぶ奈良

と
ジ
ャ

ム
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
奈
良
の
猿
沢
池
の

瓜
は
お
よ
そ
百
個
、

冬

瓜
は
お
よ
そ
二
百
四
十

　
今
年
は
、

豊
作
で
南

し
た
。

　
南
瓜
、

冬
瓜
、
枝
豆
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。

　
滑
石
と
い
う
柔
ら
か
い

　
勾
玉
は
、

古
代
の
人
々

 
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

で
勾
玉
作
り
に
挑
戦

ム
も
お
い
し
そ
う
で
す
。

　　　  編　集　後　記
　秋本番。きれいな声で鳴く秋の
虫の鳴き声いくつご存じですか。
スズムシ（スズムシ）は、羽を
ハート形に広げ「リーンリーン」
と泣きます。マツムシ(松虫）は、
「チンリロリン」鳴きます。アオ
マツムシ（青松虫）は水上で生活
するため松虫より足が長く『リー
リーリー」鳴きます。コオロギ
（蟋蟀）は「ビリリリリー」と鳴
きます。キリギリス（螽斯）は
「キッチョンギリリ」と鳴きま
す。ウマオイ（馬追）は、「ス
イーッチョン」と鳴きます。クツ
ワムシ（轡虫）は「ガチャガ
チャ」と鳴きます。
　小学校の教科書に出ている「虫
のこえ」を参考に、いろいろな虫
の声を書きました。

◎
健
康
講
話
（

九
月
十
五
日
実
施
）

　
今
日
の
講
話
の
内
容
は
、
「
ご
み
減
量
キ

ャ

ラ
バ
ン
」
と
ヤ
ク
ル
ト
さ
ん
の
話
で
す
。

ご
み
減
量
の
講
話
は
市
役
所
の
廃
棄
物
対
策

民
館
横
の
グ
ラ
ン
ド
で

星
空
教
室
を
開
き
ま
し

た
。

こ
の
夜
は
、

た
く

も
見
え
ま
し
た
。

さ
ん
の
星
や
土
星
の
輪

て
い
た
装
飾
品
で
す
。

お
や
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

石
を
削
っ

て
作
り
ま
し
た
。

　
素
敵
な
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
で
き
ま
し
た
。

た

「都祁三館合同発表会」のご案内

公民館・交流センター・福祉センター利用の自主グループの発表

の機会として、「都祁三館合同発表会」を開催します。

〇場 所 都祁交流センター内

〇開催日 1１月５日（土） 9:30～16:30 （展示のみ）

６日（日） 9:30～15:00 （舞台発表は、10:00～14:15)

〇内 容 展示発表・舞台発表

〇駐車場 ・都祁交流センター駐車場

（交流センター北側（正面）」より駐車場への侵入はできません）

・都祁小学校駐車場
各グループで活動を続けている皆さんの力作を展示・発表できるように準備しています。

たくさんの皆様のお越しをお待ちしております。

展示発表で出展のグループ （あいうえお順）

・池坊いけ花教室 ・いけ花クラブ 大和未生流 ・恵香院

・つげおはなしの会 ・つげクラフト教室 ・都祁公民館

・都祁山野草会 ・都祁水彩クラブ ・フォトつげ

舞台発表で出演のグループ （あいうえお順）

・ウクレレ女子 ・音のいろは教室 ・キッズチアサークル スマイルリリーズ

・琴伝流大正琴 ほほえみ会 ・詩吟コスモスの会 ・太極拳を楽しむ会

・都祁八千代会 ・なんくるエイサー ・ブレイクダンスkickass ・利華会

・luana（ルアナ）

展示場所や出演プログラムを書いたチラシは、１０月８日（土）以降、

三館の窓口等に置きます。（当日も受付で配布します）


